
とよなか環境   2003 年（平成 15 年）6 月号 №3 (通巻 21 号) 

 

花と緑のネットワークとよなか・２００３年度(平成１５年)の活動計画 

持続可能な社会をつくることは２１世紀のキーワードです。その実現のために、「花と緑のネットワークとよ

なか」は   

生ごみ・剪定枝→堆肥→農作物→生ごみ→堆肥 

の循環を推進しています。学校給食からの生ごみと剪定枝からの堆肥化施設である「緑と食品のリサイクルプラ

ザ」は、４月１２日に満１年を迎えました。この豊中生まれの堆肥「とよっぴー」を使った活動、堆肥に関連し

た普及・環境教育の活動をさらに充実・拡大します。 

 その中の主なものは次のとおりです。 

１．食の循環運動 

 野菜の直販活動を定期的に開催します。 

 従来の豊能・箕面の農園の上に、志を同じくする豊中の農家の方々ともつながりが出来ました。そこからの野

菜の販売も行い、さらに地産地消を推進します。 

２．花いっぱい運動 

 現在の１７拠点を、さらに増やします。 

 学習交流会を開きます。 

３．堆肥化講習会 

 現在、４０名の参加がありますが、出前講習会を市内各地に広げます。 

 マンションなどで出来た堆肥を引き取るシステムを作ります。 

４．環境教育 

 メンバーで手作りした紙芝居「にんじんくんだいへんしん」を出前で広めます。 

 メンバーで手作りしたエコクッキング「大根まるごと利用術」（１００円）を広く頒布します。 

５．リサイクルプラザ支援事業 

 循環の輪グループへのとよっぴー配布 

 堆肥化の相談を行う。 

６．全体 

 活動全体をやりやすく、着実にするために、新しい組織化を検討します。 (浅井 正) 

 

 

 

 

  



とよなか環境   2003 年（平成 15 年）9 月号 №4 (通巻 22 号) 

 

花と緑のネットワークとよなか 

｢楽しい野菜づくり(秋・冬野菜編)」のパンフができあがる 

 花と緑のネットワークとよなかは家庭から出る生ごみを堆肥にする活動をしています。この活動で家庭の中に

生ごみ→堆肥→野菜→生ごみの循環の小さい輪が根づいています。従来の会場であるくらしかん・リサイクルプ

ラザの他に、とさ千里(新千里北町)、花とみどりの相談所(豊島公園内)でも９月 10 日に出前の堆肥化講習会を行

いました。 

 講習会では、参加される市民同士の会話もはずんでいます。参加の皆さんは、自分の出した生ごみは燃やした

くない思いです。それだけ、クリーンランドの負荷が減り、炭酸ガスの発生を減らすことになります。 

 Ｑ＆Ａでは、終了後も次々に質問される人が何人もあります。しかし、最近では堆肥の外に花や野菜の植え方、

育て方、病気や虫の対策などについての質問があります。堆肥化講習会のメンバーだけでは、とても対応は無理

なので困っていました。 

 メンバーの柳沢さんが、とよっぴー（緑と食品のリサイクルプラザで生産される土壌改良材）の指定農園とし

て 3 年半にわたって、いろいろな野菜をつくってきました。出来た野菜は、販売用に提供したり、いちご狩りを

したりして、市民にもメンバーにも喜ばれてきました。 

 その使用実績の上で、柳沢さんが、大根・白菜・かぶ・人参・キャベツ・ほうれん草・ねぎ・えんどう豆・た

まねぎ・ブロッコリー・カリフラワー・こまつ菜・レタスの栽培についてのノーハウを１冊の本にまとめてくれ

ました。 

 これは秋・冬野菜編ですから、８月に土作りをして、９月からの冬野菜の 栽培に間に合うでしょう。続いて

春・夏野菜編が出来上がる予定です。頒布価格は１冊 100 円です｡ 

 とよっぴーの応援団である「とよっぴー倶楽部」が今秋、発足しました。今年の阪神タイガースの強さは、監

督や選手の力もありますが、何と言っても応援団のおかげが大きいです。 

 年会費は 1000 円ですが、今年は半年過ぎていますので、来年の３月までの５00 円です。 

 みなさんのご入会をお待ちしています。   

      （花と緑のﾈｯﾄﾜｰｸとよなか・浅井正 

 

 

  



とよなか環境   2003 年（平成 15 年）12 月号 №5 (通巻 23 号) 

 

第九中学校１年生の総合学習に協力 花と緑のネットワークとよなか 

 「食」をテーマに３回連続で行われましたが、その中の１クラスの学習に参加しました。リサイクルプラザ体

験の１１月１１日はあいにくの雨でしたが、生徒達のいるときはほとんどやんでいて助かりました。  生徒達

は飛行機の着陸にまずびっくり。プラザ見学の後、農地用のとよっぴーの袋詰め作業をしてもらいました。１０

ｋｇ以上は入る重いものです。思ったより頑張ってくれて、９０袋ほどできました。作業が終ってからクリーン

ランドで、農家からいただいた小さなふかし芋を食べてもらい、「これは市場に出ないお芋ですが、曲がったキ

ュウリや小さなお芋もみんなが買うようになれば市場に出ますよ」と話しました。その後ごみ減量の話を市の減

量推進課の方にしてもらいました。前回グリーンコンシューマーのアンケートを生徒に書いてもらいましたが、

生徒達は自分達が環境について学んでいるけれど、何もしていなかったことに気が付いたようです。次回は農園

体験の予定です。どんな反応があるのか楽しみです。 

（花と緑のﾈｯﾄﾜｰｸとよなか・豊田佐都子） 

 

市民講師が伺います！生ごみ堆肥化・出前講習 

学校・各種団体・市民 etc.で企画してください！ 

とよなか市民環境会議アジェンダ２１事務局へ 

℡：06-6858-2848 

 

  



とよなか環境   2004 年（平成 16 年）3 月号 №6 (通巻 24 号) 

 

花と緑のネットワークとよなか 

「やった～！ 熱くなってる！」 

体験記 子どもと一緒に堆肥を作る 

 はじめて段ボール堆肥の床が発熱した時は、思わず子供を呼んで、大喜びしてしまいました。前日に、｢とよ

っぴー｣と糠を混ぜておいた堆肥床の温度が、６０度を超えていたのです。子供は「すごいね！こんなふうにな

るんだ！」と言いながら、生ごみを入れたり、混ぜるのを手伝ってくれました。 

 思えば、この段ボール堆肥に行き着くまで、私の「生ごみ人生」にも長い道のりがありました。（といっても

４年ほどですが。） 

 はじめにやったのは、コンポストです。そのまま土の中に入れていくので、いい方法のような気がしたのです

が、大量のウジがわき、あまりの気持ち悪さに卒倒しそうになり、２度目にウジがわいた時に断念しました。 

 そして、次に試みたのがバケツ堆肥。これは結構長い間、頑張っていました。ただ、においがきつくて、バケ

ツのフタを開けるだけで子供はどこかへ逃げていってしまいます。生ごみを堆肥にすると、燃えるごみの日にた

くさん出さないですむのが楽で、やめる気にはなれませんでしたが、「こんなにくさいのは、何かやり方が間違

ってるからだろうか」とあれこれ考えていました。そんな時「花と緑のネットワーク」の講習会で段ボール堆肥

を知り、やってみる気になったのです。 

ダンボール堆肥に挑戦しよう！ 

 こうしてたどり着いた段ボール堆肥ですが、今までの方法に比べて、とてもいいなと感じています。 におい

もきつくないし、何より発熱しているので「発酵が進んでるんだな～」と実感することができます。温度が高か

ったり、低かったり、一喜一憂するのも楽しみです。今のような寒い時期には発酵がゆっくりで、高い温度を維

持するのは難しいですが、子供も「生ごみは捨てるものじゃなく、肥料にするもの」と思ってくれているので、

いろいろ工夫しながら頑張っています。まだやったことのない方、一度試してみませんか？（村瀬令子） 

 

花と緑のネットワーク（略称ＮＰＯ花と緑のネット）も法人化に 

 アジェンダ 21 の法人化に続き、「花と緑のネットワーク」もこのほど、特定非営利活動法人の認証を取得しま

した。 

 当組織は、アジェンダ 21 のプロジェクト活動として、この間、学校給食センターから排出される食品残渣と

給食の食べ残しに加え街路樹剪定枝を混合させた豊中市の堆肥化事業（緑と食品のリサイクルプラザ）に積極的

に関わってきました。 

 本事業は 2003（平成 15）年度初頭から堆肥の製造責任を行政が担う一方、当組織は頒布と配布に加え、堆肥

を活用した多様な市民活動や市内農業関係者との連携を通じ、事業の円滑的な推進と資源循環の社会実験を成功

させる責務を負うこになりました。 

 そのため、法人格を取得することで、行政とパートナーシップを明確にするとともに、堆肥の有償頒布収益で

ある「とよっぴー基金」を管理・活用することから、社会的認知とより透明度の高い組織運営を図るため法人化

に踏み切ったものです。 

 今後も、アジェンダ 21 をプラットホームにしながら、プロジェクトの利点と法人のメリットを活かして多く

の市民とのネットワークを広げる決意です。（中村義世） 

 

 

  



とよなか環境   2004 年（平成 16 年）6 月号 №7 (通巻 25 号) 

 

花と緑のネットワークとよなか 

浜２丁目に光久さんの畑を訪ねて 

 春うららの４月１３日、アジェンダのメンバー３人で浜２丁目にある光久隆晴さんの畑を訪ねました。ちょう

ど紫蘇を植え付ける畑の準備をしていた光久さんは額に汗をいっぱい流しながら、「暑いねぇ！」とにこやかに

迎えてくれました。 

 市内農家の３代目で子供の頃から農作業に親しみ、５０歳までは兼業農家、以降は専業農家として野菜作りを

されています。 

 花と緑のネットワークとの出会いは長井市の菅野さんの講演会に光久さんが参加し、感想メモを残したことに

始まります。今では、販売用の野菜提供、堆肥化講習会で使う糠の運搬、プラザでの落ち葉堆肥作りの実演など

ネットワークの大事な役割を担っています。 

無農薬有機野菜にトライ 

 ９年くらい前までは農薬を使っていたそうです。いくら農薬を撒いても出てくる虫のたくましさに観念して農

薬をやめてみたところ、最初は無茶苦茶で、周りからもたくさん蝶々が寄ってくるなど大変だったそうですが、

ある時からバランスがとれたのかそれ以上に虫（害虫）は増えなくなり、クモ・カエル・ミミズなどが増えてき

たんだそうです。今では虫（害虫）がいても気にならなくなったとさらりと言う、屈託の無い笑顔の光久さんで

す。 

 農薬を使わないだけでなく、地元で手に入る様々な材料を使ってせっせと堆肥を作って畑に入れるなど、土作

りにもとても熱心！ たとえば市内の保育所から集めた生ごみや、近くの飴屋さんのレンコンの皮などを牛糞・

糠と混ぜて堆肥にしたり、市内４つの小・中学校から落ち葉をもらって木枠に詰め込み腐葉土にしたり、市場で

不要になったもみ殻やおが粉をくん炭にするなど、文字通り地産地消の土作りに脱帽です！ 

 種は自家採取、足りない分だけ買っているとのことで、ちょうど菜の花みたいな黄色い花が咲いていたので尋

ねると「あれは白菜ですよ」と教えてくれました。 そばのネギ畑にはちらほらネギ坊主が見えて、せかせかし

た都会の生活に慣れた身には何かしらほっとする光景でした。 

畑に買いに来る隠れファンも 

 ネギは工夫して年中作り、地元のラーメン屋さん・うどん屋さんや食堂などと契約して直接届けていて、「お

いしいし、日持ちする」と喜んでいただいているとのこと。 

 実はそんな光久さんの野菜の「隠れファン」もいて、畑で農作業中の光久さんを見つけては自分で収穫して買

っていかれるとか。地元でとれた新鮮で安全な野菜をそんなふうに分けてもらっていただく、素敵なつながりで

すよね！ 

 長井市のレインボープランのように、「地元の生ごみを堆肥にして、その堆肥を使って作った野菜をまた地元

で食べる」そんな輪が豊中でも作れたらいいなぁと思っていましたが、さらにその期待をふくらませた出会いで

した。帰りにネギを市価よりも安い値段で分けてもらって何だか得した気分！ 

 皆さんも一度光久さんの畑を訪ねてみられてはいかがですか？ 地場野菜を食べて、健康で環境にもやさしい

暮らしに踏み出そうよ！  

 さぁ、はじめの一歩！       （小村幸子） 

 

  



とよなか環境   2004 年（平成 16 年）9 月号 №8 (通巻 26 号) 

 

花と緑のネットワーク・桜塚小学校のプラザ見学 

素手で堆肥に触れる子どもたちに「ほっ」 

 7 月 2 日、徒歩にはちょうどいい曇り空。桜塚小学校の 4 年生 103 人が、クリーンランドや下水処理場の見学

の前に「緑と食品のリサイクルプラザ」を訪れました。短い時間でしたが、小学校単位でのプラザ見学は初めて

でした。 

 上田所長からプラザの設備について説明を聞いて見学するグループと、実際に熟成槽の「とよっぴー」やダン

ボール堆肥に触れながら食べ物の循環の話を聞くグループに交互に分かれて体験しました。 

 自分たちの給食の残り物や調理くずが堆肥となり、土に返ってまた生かされることを、子どもたちは実感して

くれたでしょうか？ 期待をもって迎えたネットワークのメンバーに聞きました。 

鼻を押さえた子もハンカチをはなす 

 小学校から子どもたちの足でたっぷり 40 分はかかったでしょうね。最初はハンカチで鼻をおさえている子も

いましたが、きちんと並んですわって、可愛かったですよ！ メンバーのその日の朝食の生ごみを見せたり、そ

んな生ごみからできたダンボール堆肥の実物を見せたり・・。簡単な温度あてクイズのようなやりとりをしてい

くうちに、不思議とにおいにも慣れたのか、ハンカチも当てなくなって・・。「堆肥を触ってごらん！」と手本

をみせると、こわごわと手のひらで触る子、指を入れる子、手でどんどん掘っていく子、一人一人の性格が出て

ましたよ。どの子も素手で触れて、これにはちょっとびっくり！ 同時になんだか「ほっ」としましたねぇ。 

「へえ！ 温度が 60 度に」 

 子どもたちは「へえ！ 堆肥の温度が６０℃にもなってる！」「熱い！」と口々に歓声を上げていましたよ。

堆肥の発酵の様子をじかに体験して、いろいろな質問をしていたのが印象的でしたねぇ。こんなふうに子どもた

ちは、生ごみのリサイクルに関心を示し、こちらの問いかけにもきちんと反応してくれていたと思いますよ。 

新しい体験を素直に歓迎してくれた 

 土からのものは土に返しましょうねという話をしたら、子どもの一人から「お魚は土からのものじゃないけ

ど・・？」という素直な質問。そこで、「森の栄養物が川から海に流れていって、その栄養物をプランクトンが

食べて、それを小さなお魚が食べて、またそれを大きなお魚が食べて・・」だから、「人間が食べたお魚の食べ

残しは土に返そうね」と説明すると納得してくれた様子。そのあとダンボール堆肥を触ってきた子が私のところ

へ「お魚の骨があったよ！」と報告に来てくれました。また順番に堆肥を触って、友達同士で「あったかかった

ねぇ！」と話したりしていました。子どもたちは新しい体験を素直に歓迎してくれているようでした。こんな子

どもたちがいれば、未来は明るい。そんなふうに感じられた、いい半日でしたよ！       （小村幸子） 

 

  



とよなか環境   2004 年（平成 16 年）12 月号 №9 (通巻 27 号) 

 

花と緑のネットワーク 

とよっぴー簡易充填機で、袋つめ労力軽減！ 

 豊中市のリサイクルプラザで生産される土壌改良材（とよっぴー）は協力農地や市の施設などに活用されるほ

か、昨年度から月２回１時間ずつの短い時間ですが、有料頒布を行い多くの市民の方からも好評を得ています。

花と緑のネットワークは市と協働で配布・啓発事業を展開しています。昨年度は生産量の 50%を越す 44,429ｋ

ｇ(配布実績表より)のとよっぴーが市民の方の手に渡りました。   

当初の計画では 10ℓ20ℓの袋と違って、40ℓの販売は、家からマイバックを持ってきてもらい詰めていただくこ

とにしてかなり安く値段設定をしました。しかし、販売初日から、予想を上回る購入者数・限られた時間と限ら

れた駐車スペースでは、購入者がその場で袋詰め作業をするのは無理だと断念！ネットワークが前もって準備す

ることにしました。 

昨年度の有料頒布の総袋詰め数は 40ℓ入り(約 12kg)だけでも,2,665 袋にも及びます。発酵熱でサウナ状態の熟

成槽の中での手作業はきついです。 

そんな状況を少しでも軽減できたらと、プラザの職員 A さんの発案（設計・手作り）で、ベニヤ板製「とよっぴ

ーの滑り台」が完成。シャベルローダーでとよっぴーを軽ダンプに積み込み、荷台の傾斜とプラザ敷地と前の通

路の段差を利用してという発想です。まだまだ課題はありますが、中腰の姿勢の軽減と袋つめ能率は倍にアップ

しました。なにより、青空の下での作業は気持ちも晴れ晴れです。 

                   （高島邦子） 

（１２月１月と有料頒布はお休みです。） 

 

豊能の協力農園へ芋掘り体験に行きました 

10 月 13 日秋晴れの日に花と緑のネットワークの協力農園の大谷農園（能勢）へ芋ほり体験に行きました。広

報の呼びかけで市民の方が 18 人、とよっぴー倶楽部の方が６人、ネットワークのお手伝いが加わり総勢 31 人。

軍手をしてスコップで「紅あずま」という種類のお芋を掘りました。ひとり 2 株ずつでしたが、多い人は大きな

お芋を７・８個も採っていました。小さな子供さんの参加はにぎやかで皆をなごませてくれました。一生懸命掘

ったのでみんなあっという間でした。そのあと大谷さんから農家の苦労話を聞いたり、大粒の黒枝豆をみんなで

枝からはずし、いただいて帰りました。お芋も黒枝豆も帰ってすぐに調理しましたが、新鮮な作物はたいへん甘

くおいしかったです。来年が待ち遠しいです。      （豊田佐都子） 

 

  



とよなか環境   2005 年（平成 17 年）3 月号 №10 (通巻 28 号) 

 

花と緑のネットワークとよなか 小学生の給食アンケート結果（要旨） 

花と緑のネットワークでは昨年 7 月、豊中市環境部公園みどり推進課と共同で学校給食センター並びに市内小

学校の協力を得て「学校給食に関する小学生を対象としたアンケート調査」を実施しました。 

 これは、子ども達が日ごろの給食にどんな思いを持っているのか聞くことで、その結果を給食事業に反映でき

ることを期待しながら、「緑と食品のリサイクルプラザ事業」が学校給食の食材残渣と給食の食べ残しを活用し

て堆肥化（土壌改良材）を行っていることから、この機会に「食の循環」としての地産地消（地場産作物を給食

食材に活用することを将来課題にする）を展望して実施したものです。 

 アンケートに協力していただいた学校は市内 13 校の 34 学級で、2 年生から 6 年生までの 1,075 人に及び膨大

な調査となりました。 

 結果は、学年あるいは男女で微妙な反応がありますが、特徴を順次見ますと次のような傾向が現れています。 

食べ残し量 調査当日は前後の５日間に比較して少ないほうで 255 トン（平均は 311 トン）でした。次に当日

の給食を全部食べたと答えた子どもは 636 人で 59.2％を占め、約 6 割の子どもが残さず食べています。この子

どものうち、いつも残さず食べるは 244 人の 38.4％、ほとんど残さないが 305 人の 48.0％で、約 9 割近い数値

になっています。いつも残さず食べる子の学年別では 3 年生が 43.9％、ちなみに 6 年生が一番低く 35.7％でし

た。 

 残した子どもの特徴では、調査日だけ残した子はわずか 15 人の 3.5％で、この日に残した子は他の給食日でも

残すと考えられました。残す理由では給食の量が多いが 168 人の 38.1％がトップで、好き嫌いがあるが 147 人

の 33.3％と続いています。食とアレルギーが心配されますが、この回答は 23 人の 5.2％で思ったほどアレルギ

ーが食べ残しの原因でないことがわかりました。食べるのが遅いも 103 人の 23.4％あり、給食時間の工夫も課

題であることが判明しました。 

 さて、給食の人気を聞きますと、パンではバターロールが全体に好評で 757 人の子どもが好きと答えています。

二番人気はさつまいもパンの 675 人、一方人気が薄いのはいちじくパンで 285 人でした。ちなみにパン食は 10

種類のメニューがあります。 

 大きいおかず 一番人気があるのがカレーライスの 871 人、二番が焼きそばで 738 人と、ある程度予測のつ

く反応が出ました。家庭でも一般的に食卓に上る食べ物はやはり人気がありました。他方、子どもたちは豆が入

っているものは苦手で 310 人にしか人気がありませんでした。栄養バランスを考慮して献立の工夫がされていま

すが、三度豆の場合は食べ残しが多いようです。 

 小さなおかず 魚のフライが好評で 674 人が好きと答え、次にひじきの 582 人でした。ひじきが好きと答え

たことは意外な感じですが、調理工夫が施されていることから、子どもに受け入れられているようです。関係者

の苦労がいい結果になっている例ともいえます。 

 デザートはどうでしょう。ゼリーがダントツで 916 人の子どもが好きでした。次がフルーツミックスの 858

人で、嫌いな傾向では味付け小魚は 499 人と子どもの半分しか人気がありません。これは小骨が喉に刺さるから

でしょうか。いずれにせよ、デザートではびわや甘夏みかんは若干人気がないようです。 

 好きなご飯類 混ぜご飯と白ご飯が拮抗しています。女子は混ぜご飯、男子は白ご飯にわずかですが分かれま

した。 

 食べ残しを減らすにはどうするかの問いには、もっと好きなおかずが 339 人の 33.9％、食べる時間をもう少

し長くが 390 人の 33.1％で、健康のためは 323 人の 27.4％とそれぞれの項目に反応がありました。中でも給食

時間は前述と同じく課題でしょう。 

 子どもたちは素直な回答しています。給食は子どもたちに受け入れられているとこの結果から判断できると思

います。 



 日々、給食調理残渣と食べ残しで約 1 トンが排出されています。これがなくなることが理想ですが、そのため

には給食は単にお昼を食べるのではない、ある意味では「食育」の観点を踏まえることと、給食時間における文

化性など、楽しく美味しく食べるための工夫が必要かも知れません。 

 なお、関係者の苦労もこの調査から理解されました。花と緑のネットワークとしては市内の農業者の理解もい

ただきながら、地場産作物が給食の献立に上るよう、資源循環型地域社会の形成の方途として、今後も志向した

いと考えています。（中村義世） 

 

 

  



とよなか環境   2005 年（平成 17 年）6 月号 №11 (通巻 29 号) 

 

「とよっぴー祭り」準備中！お楽しみに。花と緑のネットワーク 

 ことし 4 月で豊中市の「緑と食品のリサイクルプラザ」は開設 3 周年をむかえました。花と緑のネットワー

クはそこで製造された堆肥の配布配分や啓発事業を担当しています。 

 16 年度の生産データーとしては、1 年間で 92 トンの「とよっぴー」（土壌改良材）が製造されました。これ

は、生ごみ 138 トン（服部給食センターと原田給食センターの調理くずと各学校からもどってきたおかずとご飯

です）剪定枝のチップ 128 トン（市が公園や街路樹の剪定をした分）の合計 266 トンの有機物がクリーンランド

で燃やすごみとして焼却処理しないで微生物発酵されできたものです。 

１３８＋１２８＝２６６ ２６６－９２＝１７４ この 174 トンはなんの重さでしょうか？ 水分でしょう

か？ 微生物が分解したのでしょうか？ なぞですね。製造された「とよっぴー」はすべて、目的別に分類され

有効利用されました。学校や保育園などの教育施設に 9 トン、農園関係に 18 トン、花いっぱい運動に 3 トン、

イベント関係に 4 トン、そして有料頒布分には 59 トンという内訳でした。有料頒布の購入者は延べ 1337 人で、

全体の 64％にも及びます。 

 有料頒布がこのように増え続けているのには、2 年続けて市民農園の契約会場で市民の方へとよっぴーの啓

発の機会をいただいたことや口コミの影響もあって、土作りのシーズン 4 月 5 月は購入者も毎回 100 名を越える

状況で、駐車場の誘導交通整理も大変です。 

 堆肥化事業はごみ減量になりますが、本来それが最終目的でなく、資源の循環や自然の循環・食料問題・食

農教育など、自然の恵みである食べ物を大切にすることまで気がついていくようになります。 

 さらに多くの市民にこの堆肥化施設を知っていただくため 7 月 2 日（土）「とよっぴー祭り」を開催するこ

とになりました。今まで関わりのあった団体に呼びかけ実行委員会を春に立ち上げ準備しています。 

 祭りの企画のひとつに施設横の空き地を耕してじゃがいもの収穫体験を行ないます。そこでは、その日の収

穫だけでなく、植え付けから草抜きなど時間をかけて、じゃがいもに関わっていくコーナーも設けました。「マ

イじゃがいも」の世話をするためのプレ農園体験に、毎月原田保育所の子どもたちや子育て中のお母さんと子ど

もたちがこられています。 

 お祭り当日はバラの苗木やお米があたる抽選会や産直野菜市・木切れで遊ぶコーナーなどなど、楽しくワク

ワクする催しを実施します。皆さん、お誘い合わせて来てください。          （高島邦子） 



  

 

 

 

 

 

 



とよなか環境   2005 年（平成 17 年）9 月号 №12 (通巻 30 号) 

 

とよっぴー祭り     花と緑のネットワークとよなか 

 「豊中市緑と食品のリサイクルプラザ」の開設３周年を記念して去る７月２日（土）、花と緑のネットワーク

をはじめ趣旨に賛同する農業者、花いっぱい運動グループの有志、豊中市の労働組合関係者、ボーイスカウト、

行政などの参加による「とよっぴー祭り」が同所で開催されました。 

 当日はあいにくの雨に見舞われ出足が心配されましたが、それも杞憂におわり延べ５００人の来場者があり、

大いに盛りあがった祭りとなりました。 

 この日に向けて２月から準備してきたプレ事業である「じゃがいも里親制度」では、同所に開墾した畑におい

て子育て支援センターほっぺ、原田保育所、ボーイスカウトの子どもたちが自分で育てたじゃがいもを無事収穫、

なかには 320 グラムのジャンボじゃがいももあって歓声があがりました。このほか花の種の提供、クラフト、ヨ

ーヨー釣り、きき水体験、綿菓子、とよっぴーで育てた野菜を活用したカレーライス販売、さわ病院による健康

相談コーナーなど多彩な出店があり、賑わいました。とくに、とよっぴーの無料提供は相変わらずの人気で用意

した分はすぐなくなりました。また、祭りの最後に実施した抽選会は、とよっぴーで育てたお米（１等米）、バ

ラの苗木などが当たることもあり、来場者に好評でした。 

 終了後、実行委員会による反省会が行われ、みんなで成功を確認するとともに、今後も実施する方向で検討す

ることになりました。 

 なお、祭りに際しポスター、案内ビラ、看板類をすべて手作りで作成、ごみを排出しない環境に配慮した祭り

でした。             (中村義世) 

  

 

 

  



とよなか環境   2005 年（平成 17 年）12 月号 №13 (通巻 31 号) 

 

市民の施設見学に体験取り入れ   花と緑のネットワークとよなか 

 １０月２６日（水）１３時２０分より恒例の市民施設見学の一環として緑と食品のリサイクルプラザ見学が行

われた。当日の参加者は市民９名と１７中学校の職業体験学習（正式授業として）の生徒２名であった。 

 従来は、施設の見学と説明、質問があればそれに答える形式で行われてきた。この方式は無難であるが、参加

者の印象はどうしても薄くなる。 

 今回は体験を取り入れようという案が浮上した。広報公聴課、公園みどり推進課、花と緑のネットワ―クの間

で何度も連絡がとられた。広報公聴課も担当の山口さんが定例会に出席して説明をするなど力を入れた。体験が

あるなら参加しようという市民もいて、ネットワークの人を喜ばせた。 

 さて、当日は爽秋に恵まれた。対応するメンバーの６名は待ちながら仕事をしていた。最初に浅井が今回体験

を取り入れた趣旨を説明した。好意的なまなざしがあった。東所長がとよっぴー製造設備を丁寧に説明した。一

次熟成槽の若い堆肥をスコップで掻き起こすと湯気が立ち上がった。温度計は６９度で、まさに堆肥は生きてい

ることを示していた。次いで中村さんがリサイクルプラザの誕生から今日までの歴史を分りやすく説明した。そ

の後は、豊田さんが家庭の生ごみから段ボールを利用して堆肥の作り方の実演と説明をした。段ボール堆肥はリ

サイクルプラザと同じ方法だが、米ぬかを入れている。 

 とよっぴーも花と緑方式の段ボール堆肥も剪定枝を入れているのが特徴である。剪定枝は空気の流通をよくす

るので、醗酵が順調に進行する。そのため腐敗よりは醗酵が進行するので、嫌な臭いは発生しにくい。 

 いよいよとよっぴーの袋詰め体験となった。桝田さんの担当である。もう一人が口を広げて持っている２０リ

ットル入りの袋にスコップで投入する。「入れ過ぎ」とか、「ちょっと足らん」とか賑やかなこと。次の行程は袋

のヒートシールである。袋の口をそろえてヒーターで挟む。１・２・３・４・と声をかけて加熱時間を決める。

時間が短いと接着が悪い。長いと袋の口が融ける。結構コツがいる作業だが人気があった。年齢の高い人も面白

そうに作業に取り組んでいた。作業をうまくやろうという工夫と二人が組んでのチームワークは楽しそうであっ

た。見学コースに体験を取り入れたのは成功のようだ。 

 岸田さんの出番は「がんばれ とよっぴーマン ものがたり」の紙芝居。参加者が熱心に袋詰めに取り組んだ

ので、紙芝居の時間に食い込んでしまった。岸田さんの名演で盛りあった所で幕切れ、続きは各自の想像にお任

せとなった。 

 最後は高島さんのネットワークの活動の話と、とよ 

っぴーで育てたさつま芋をふかして賞味の機会。結構 

美味しいとの声が聞こえていた。 

 最後に、初めての試みの評価を聞くためにアンケートを配布した。結果が待たれる。    （浅井 正） 

 

とよっぴーによる小松菜の発芽実験をしました 

とよっぴーを作りはじめて3年、この間成分分析や重金属の溶出試験などいろいろなテストも重ねてきましたが、

今回は小松菜を使い他の肥料との差異についての簡易発芽実験です。具体的には、土壌に加えて、とよっぴー、

バーク堆肥、油粕、化成肥料、油粕と化成肥料などを混合比率を変えたりして、18 種類の試料による実験でし

た。これまで、野菜を種から育てるときの生育材としては、とよっぴーは不向きではないかと言う考え方もあり

ましたが、実験で分かったのはバーク堆肥、油粕、化成肥料などを使ったものと比べ発芽や生育の障害はなく、

根は短くても傾向的にはその方が良質な小松菜であることも整理できました。簡単な実験ではありましたが一般

的な傾向としての肥料の特徴がわかりました。 

 

 



  

 

 

 


